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に留学した頃はまさに、サリナス（Carlos Salinas de 
Gortari）政権が政府の介入を削減し、市場原理に任
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NAFTAに加盟したばかりであった。
当時、新自由主義政策は弱者切り捨ての政策で、少
数の富裕層はますます富み、大多数の低所得者層はま
すます貧しくなることを危惧する声が多々あった。そ
れに対して、新自由主義政策によって、まず経済規模
のパイを大きくし、富を再分配することによって社会
全体が豊かになるという理論をよく耳にした。
20数年が経過し、シナロア州の場合はどうであろう
か。州内アリドアメリカ地域の大規模農業生産者は、
新自由主義政策とNAFTA加盟で多大な利益を得たが、
その富を再分配する社会システムは存在するのだろう
か。
シナロア・カルテルが急激に勢力を伸ばし始めた時
期は、新自由主義政策を導入しNAFTAに加盟した時
期に重なる。また、そのカルテルの幹部の多くが、新
自由主義で切り捨てられたメソアメリカ地域の寒村の
出身である。
メキシコ農業の後進的な零細・小規模農家と先進的
な大規模農業生産者という二重構造と、零細・小規模
農家の貧困の問題は以前から問題視されており、新自
由主義政策の導入やNAFTA加盟がこれらの格差問題
やシナロア・カルテルの台頭の直截的な原因であった
とは断定できないだろう。
しかしこのままでは、貧しい生活に疲れ、あるいは、
合法的には決して手に入らない豪華な生活に憧れて、
麻薬マフィアの世界に身を投じる若者は後を絶たない
であろうし、マフィア間の抗争は際限なく繰り返され、
社会不安はこの地域からなくならないだろう。
長い時間をかけて形成された社会の歪みを正すのは
容易なことではない。ただし、希望が全くないわけで
はない。最後に、希望となり得る当地における動きを
紹介して、この現地報告を締めくくることにする。
社会面においては、バルデス氏の死をきっかけに
「真相の解明と公正な裁判」を求める運動が起こり始
めている。ほとんどの殺人事件が未解決のまま、真
相が明らかになることがない当地で、この運動はと
ても重要である。社会構造を変えようとする新しい
一歩であろう。
マクロ経済政策面においては、エロイ・シナガワ
（Eloy Gonzalez Shinagawa）前シナロア州政府経済開
発顧問によると、シナロア州内のマサトラン港および
トポロバンポ（Topolobampo）港の港湾整備と工業
メキシコ・シナロア州の光と影―大規模農業と麻薬マフィア間抗争―
35アジ研ワールド・トレンド No.264（2017. 10）
